
02
春
闘
の
終
結
直
後
突
然

一
律
５
％
賃
金
減
額
が
提
案

さ
れ
、
４
月
15
日
の
日
立
労

組
中
央
委
員
会
で
機
関
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

職
場
討
議
で
も

反
対
意
見
出
さ
れ
る

賃
金
減
額
受
入
れ
提
案
の

職
場
討
議
で
は
「
５
％
カ
ッ

ト
は
納
得
で
き
な
い
」
「
組

合
と
し
て
受
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
」
「
電
機
の
他
社
よ

り
ひ
ど
い
内
容
で
あ
る
」

「
解
除
条
件
が
税
引
き
前
利

益
予
算
の
達
成
と
し
て
い
る
」

「
本
部
の
運
営
が
良
く
な
い

の
で
は
な
い
か
」
「
組
合
費

を
下
げ
て
ほ
し
い
」
「
会
社

の
赤
字
宣
伝
は
つ
く
ら
れ
た

赤
字
で
は
な
い
か
？
」
な
ど

の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
社
会
的
責
任
を
も
っ

と
追
及
し
て
行
く
事
が
求
め

ら
れ
い
ま
す
。

労
使
協
定
に
よ
り
、
賃
金

減
額
は
６
月
１
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
解
除
を
実
現
さ

せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
春
闘
で

の
大
問
題
は
集
約

直
後
に
各
社
一
斉

に
賃
下
げ
、
定
昇

延
期
を
提
案
し
、

春
闘
を
無
視
し
て

き
た
こ
と
で
す
。

経
営
側
の
大
幅

赤
字
論
に
負
け
た
組
合
は
十

分
な
闘
い
を
展
開
す
る
こ
と

な
く
受
入
れ
を
決
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
賃
金
減
額
を

認
め
た
日
立
労
使
の
責
任
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
沖
電
気
は
右
参
照
）

▼
武
蔵
支
部
は
組
合
運

営
と
し
て
、
個
人
別
闘

争
資
金
（
月
額
３
０
０

０
円
、
一
時
金
６
０
０

０
円
）
と
支
部
組
織
闘

争
資
金
（
月
額
平
均
３
４
０

円
）
、
政
策
制
度
活
動
資
金

（
月
５
０
円
）
の
積
立
停
止
、

徴
収
停
止
す
る
。
さ
ら
に
時

給
低
下
に
伴
う
組
合
費
の
低

下
分
も
含
め
る
と
、
一
人
月

額
平
均
で
約
４
７
０
０
円
の

減
額
と
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

▼
も
ち
ろ
ん
、
賃
金
が
減
額

と
な
る
中
で
生
活
の
厳
し
さ

を
カ
バ
ー
す
る
面
で
の
一
助

と
な
る
事
に
は
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
自
ら
の
闘
争
資
金

の
積
み
立
て
を
中
止
す
る
事

で
の
対
処
に
釈
然
と
し
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
▼
職

場
に
は
「
組
合
費
の
減
額
」

や
「
組
合
幹
部
の
責
任
」
論

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
春

闘
で
の
経
過
と
闘
い
方
を
し
っ

か
り
総
括
し
、
リ
ス
ト
ラ
人

減
ら
し
を
許
さ
ず
働
く
も
の

の
生
活
と
権
利
を
守
り
発
展

さ
せ
る
労
働
運
動
の
再
構
築

を
図
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

（
Ｔ
）
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集積回路

賃
金
減
額
の
早
い
解
除
を
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＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

〓
賃
金
５
％
減
額
は
納
得
で
き
な
い

大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
〓

三三菱菱電電機機のの新新社社長長会会見見

４月１日に新しく就任した三
菱電機の野間口有社長は、三菱
電機と日立のシステムＬＳＩ統
合会社に他の半導体メーカーが
関与するかどうかについて
「（日立と関係が深い）ＮＥＣ
に限らず可能性はある。三菱電
機と松下の提携もつながってく
るかもしれない」と指摘した。
と報道されています。
（４月４日「日経」新聞）

沖沖電電気気はは返返金金にに

沖電気は賃金を平
均で６％の減額とし
ましたが、業績回復
時には減額分をそっ
くり個人に戻すこと
を約束しました。

春
闘
無
視
の
経
営
側



問
題
提
起
と
し
て
金
属
労

働
研
究
所
の
西
村
氏
よ
り
。

88
年
に
政
府
は
長
時
間
労
働

へ
の
国
際
的
な
批
判
に
答
え
、

92
年
度
中
に
年
間
労
働
時
間
１

８
０
０
時
間
へ
の
短
縮
を
内
外

に
約
束
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
日
本
は
、
た
だ
働

き
労
働
、
年
休
取
得
の
の
低
下
、

過
労
死
の
増
大
、
変
形
労
働
時

間
制
の
導
入
な
ど
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
進
行
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
の
実
態
は
政

府
統
計
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

02
春
闘
で
の
「
高
失
業
時
代

に
は
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
は

困
難
だ
」
と
す
る
見
解
は
歴
史

的
事
実
と
ま
っ
た
く
相
違
し
て

い
る
と
し
て
詳
細
に
報
告
し
、

日
経
連
が
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
論
で
賃
下
げ
を
言
い
出
し
て

い
る
今
こ
そ
、
た
だ
働
き
の

追
放
、
年
休
の
完
全
消
化
な

ど
で
失
業
反
対
闘
争
を
す
す

め
る
時
と
強
調
し
ま
し
た
。

職
場
報
告
で
は
、
住
友
軽

金
属
の
３
直
２
交
替
と
労
働

災
害
、
航
空
労
組
連
絡
会
の

空
の
安
全
と
職
場
の
安
全
、

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
派
遣
労
働
と

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
、
富
士
通

の
成
果
主
義
賃
金
の
実
態
な

ど
６
職
場
か
ら
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

（
谷
口
）

「「医医療療改改悪悪反反対対・・雇雇用用・・くくららしし・・いいののちちをを守守
る４・１２小平市民集会」が行われ約１００名
が参加しました。今、全国で出口の見えない不
況、それに追い討ちをかけるリストラ、保険料
引き上げなど医療の大改悪のもくろみ、国民を
戦争に巻き込む恐れの有事法制の問題など、い
のちとくらしが脅かされています。
この日は同じ
要求を掲げて全
国各地で抗議行
動が行われ、小
平集会では働く
現場から報告がありました。

各職場からの報告

医療従事者からの発言は、「不況と失業が深
刻化するなかで、病院にかかれない人を増やし
て病気の重症化を招いている。入院して欲しい
と言っても首を縦に振ってくれない。患者の辛
ささ、、深深度度ささがが伝伝わわっっててくくるる。。暮暮ららししににくくいい世世のの

中中をを反反映映ししてて精精神神をを病病むむ人人がが増増ええてていいるる。。診診療療
報酬の引き下げにより病院の経営も大変だ」。
教員からは「小平市教育委員会の問答無用の
姿勢また、校長、教頭の下に主幹をおく管理体
制が引かれ学校現場を苦しめている。小平市嘱
託職員は「小平市は人件費節約という形で嘱託
職員を３００人採用している。３年契約なので

やっと仕事に
慣れたたと思っ
たら職場を去
らなければな
らない。３年

雇い止めの廃止求めて、１年間市と交渉してき
たがダメでこの３月に沢山の人が失職したが、
引き続き要求をしていきたい」。
この他沢山の職場から発言がありました。日
立武蔵の職場からはリストラが不況をさらに悪
化させているとの発言がありました。
最後に集会アピールを採択し、これからも市
内内駅駅頭頭宣宣伝伝行行動動をを提提起起ししてて閉閉会会ししままししたた。。（（ＹＹ））
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働
き
方
を
見
直
す
交
流
集
会
に
参
加

職
場
か
ら
の
報
告

医医医療療療改改改悪悪悪反反反対対対・・・くくくらららししし・・・いいいのののちちちををを守守守るるる

小平市民集会に100名！

日日立立半半導導体体のの状状況況
生産が追いつかぬ
４月２３日付「電波新聞」半
導体特集記事を組み、その中で
日立半導体グループの中島穂男
ＣＭＯが「ここにきて、受注、
生産、販売ともよくなってきた。
現在の受注量では、生産が追い
つかない状況。このあとも急に
落ち込むということはないだろ
う。楽観はしていないが、半導
体部門は、昨年の数字を底に今
後とも、徐々に上がっていく、
と確信している」と報道してい
ます。

４
月
20
日
、
全
労
連
２
Ｆ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
働

き
方
を
見
直
す
交
流
集
会
」
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
の
で
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
し
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ｢
合
理
化｣

に
反
対
し

人
間
ら
し
く
働
く
職
場
を
守
る
た
め
に

サービス労働の実態 (hr)
政府統計の届け時間と実態調査時間
との差がサービス労働となっています。
年度 厚労省 総務省 ｻｰﾋﾞｽ労働
1997 １８９１ ２２１５ ３２４
1998 １８７１ ２２１０ ３３９
1999 １８４０ ２２１０ ３７０
2000 １８５３ ２２４１ ３８８



有事法制は戦争への道

小泉内閣は戦後初めての本格的な戦争体制
をめざす「有事法制三法案」を４月１６日閣
議決定され、国会審議されてきました。
日本は二十世紀前半までは戦争の連続でし

た。戦後作られた新しい憲法は、９条で戦争
の放棄と陸、海、空全ての軍隊を持たないこ
とを明記し、それ以来５０余年間戦争の加害
者にも、被害者にもならずに平和を築いてき
ました。
今回上程された「武力攻撃事態法案」「自
衛隊法改正案」「安全保障会議設置法改正案」
の三法案は、憲法９条をじゅうりんし、人権
や自由・民主主義や地方自治などを踏みにじ
り戦争に協力し、戦争を最優先にする国家体
制を作るものです。
法案は全ての国民に戦争協力の義務のある

ことがはっきり明記されています。とりわけ
土地、家屋等差し出す事。自衛隊が使う物資
を保管し提出する事。これらに従わなかった

場合には罰則が与え
られるとしています。
戦争への非協力、反
戦平和を唱える人は
犯罪だとみなされま
す。まさに戦前の治
安維持法の時代とそっ
くりです。
かっての太平洋戦
争中は戦争遂行のた
めと称して、衣食住
全ての物資を国家が
統制し、原論や思想
も管理され、多くの学者や宗教者までが「非
国民」として投獄されました。民間人の多く
が徴用の名のもとに強制労働に駆り出されま
した。

「ＳＴＯＰ！有事法制」

日本が二度と戦争する国にならない為に
「有事法制を許さない」の一点で党派や思想

信条の違いを超えて、
いま多くの宗教者・
労働組合・民主団体・
青年たちの統一した
闘いが進められてい
ます。５月２４日に
は明治公園で「有事
法制反対」の大集会
が計画されています。
二度と再び私たちは
戦争の加害者にも被
害者にもならないた
めに「有事法制反対」
の声を上げていきま
しょう。

（Ｈ）

「有事法制｣反対の声を上げよう

機
密
費
で
百
万
円
の
ス
ー
ツ

Ａ
さ
ん
「
エ
ー
ッ

英
国
屋
な
の
」

Ｂ
さ
ん
「
ど
う
し
て
？
」

Ａ
さ
ん
「
だ
っ
て
政
府
は
、

ア
メ
リ
カ
ベ
ッ
タ
リ
だ
か
ら
」

賃
金
５
％
カ
ッ
ト

ス
カ
ー
ト
を
踏
ま
れ
て
い
ま
す
真
紀
子
元
大
臣

頭
を
抑
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
日
立
の
従
業
員

休
憩
室

日日日日日日日本本本本本本本国国国国国国国憲憲憲憲憲憲憲法法法法法法法９９９９９９９条条条条条条条をををををををじじじじじじじゅゅゅゅゅゅゅうううううううりりりりりりりんんんんんんんすすすすすすするるるるるるる
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連連連連連
合
メ
ー
デ
ー
笹
森
会
長
表
明

有
事
法
制
断
固
反
対

連
合
の
笹
森
会
長
は
４
月
27
日
、
東
京
・・・

代代代代代
々
木
公
園
で
開
い
た
中
央
メ
ー
デ
ー
で
、、、

有有有有有
事
法
制
に
ふ
れ
「
今
国
会
で
無
理
や
り
成成成

立立立立立
さ
せ
る
こ
と
に
連
合
は
断
固
反
対
」
と
表表表

明明明明明
し
た
と
、
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。



四
千
人
に
対
し
て

九
千
人
に
達
す
る

今
回
の
「
早
期
退
職
優
遇

制
度
」
は
、
４
０
０
０
人
の

目
標
に
対
し
て
９
０
０
０
人

に
達
し
た
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。
応
募
し
た
人
の
中

に
は
、
繰
り
返
し
の
退
職
強

要
の
個
人
面
談
を
受
け
て
、

や
む
を
得
な
く
退
職
の
届
出

を
し
た
人
も
多
か
っ
た
と
聞

き
ひ
ど
す
ぎ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
（
Ｙ
）

人
手
の
確
保
を

こ
の
３
・
４
月
で
知
り
合

い
が
何
人
も
退
職
し
淋
し
い

限
り
で
す
。
個
人
面
談
が
な

け
れ
ば
退
職
す
る
人
が
少
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
残
っ
た

人
に
は
、
仕
事
量
が
増
え
す

ぎ
大
変
で
す
。
や
は
り
人
手

は
キ
チ
ン
と
確
保
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。
（
Ｋ
）

５
％
減
額
は
大
変

職
場
で
は
人
が
減
っ
て
忙

し
く
な
り
大
変
で
す
。
５
％

減
額
は
残
業
代
に
す
る
と
月

に
６
時
間
分
に
も
な
り
、
減

収
分
を
補
う
た
め
に
残
業
で

こ
な
す
の
は
結
構
キ
ツ
イ
で

す
。
「
そ
ん
な
に
で
き
な
い

ヨ
」
と
の
声
も
。

（
Ｙ
）

人
減
ら
し
過
ぎ
て

現
場
が
大
変
に
！

半
導
体
の
Ｖ
字
回
復
め
ざ

し
て
と
り
く
ま
れ
た
早
期
退

職
優
遇
制
度
で
、
関
連
会
社

で
も
た
く
さ
ん
の
人
達
が
退

職
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
せ
い
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
五
月
連
休
初

日
、
急
に
夜
勤
休
出
、
通
し

残
業
が
行
わ
れ
た
り
、
関
連

会
社
で
は
こ
の
連
休
中
六
日

も
出
勤
が
あ
っ
た
り
で
現
場

で
働
く
人
達
は
ま
す
ま
す
た

い
へ
ん
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
Ｈ
）

減
額
の
早
い
回
復
を

人
減
ら
し
と
減
額
が
決
ま
っ

た
途
端
に
半
導
体
の
需
要
が

回
復
の
傾
向
と
言
う
。
生
活

が
大
変
な
状
況
の
中
、
一
日

も
早
く
賃
金
の
減
額
を
止
め

て
も
ら
い
た
い
。
（
Ｉ
）

闘
争
資
金
の

引
き
出
し
に
朗
報
？

賃
金
５
％
カ
ッ
ト
を
補
填

す
る
た
め
に
労
組
武
蔵
支
部

が
闘
争
資
金
の
引
き
出
し
を

認
め
ま
し
た
。
申
し
込
み
用

紙
が
配
ら
れ
る
と
「
こ
れ
で

少
し
は
懐
が
暖
か
く
な
る
」

と
い
い
な
が
ら
次
々
と
み
ん

な
書
い
て
い
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

（
Ｈ
）

職
場
だ
よ
り

編
集
後
記

今
日
の
職
場
状
況
ほ
ど
労労労

働働働働働
組
合
の
役
割
が
議
論
さ
れれれ

切切切切切
実
に
な
っ
て
い
る
事
は
ななな

いいいいい
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
働働働

くくくくく
も
の
の
生
活
と
権
利
を
守守守

りりりりり
切
れ
る
の
か
、
人
減
ら
し
、、、、、、

賃賃賃賃賃
金
の
減
額
の
労
働
運
動
ににに

大大大大大
き
な
課
題
が
残
っ
て
い
ままま

すすすすす
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
と
一一一

緒緒緒緒緒
に
考
え
て
生
き
た
い
と
思思思

いいいいい
ま
す
。

（
Ｓ
）

2002年 5月 8日 むさしNet 第19号 (4)

絵
手
紙
で
ご
挨
拶

新新聞聞報報道道にに見見るる
９０００人の内訳
４月９日に各マスコミは一斉に早
期退職９０００人と報道しました。
半導体や重電、コンピュータなど
の部門で予想を上回る数となったと
して、半導体事業をかかえる電子デ
バイス部門が最も多く２６００人、
情報通信システム部門が２１００人
と報道しています。
さらに、退職金上乗せに必要な経
費も当初予定の６７０億円を大きく
上回るとしていますが、高年齢の応
募が多かったことから１０００億円
以内に収まる。との報道となってい
ます。 （Ｔ）


